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思い出づるままに
はじめに
神戸商船大学海事資料館では，この度文部省
より，初めて施設経常費が交付される事とな
り，機関誌を発行される由で，誠にご同慶の至
りである。この時に当り，竹増館長より何か書
くようにとの仰せあり，光栄に存じ，拙文を省、
みず，思い出づるままを述べる事とした。
1 海事参考館設立の事
本学の前身である神戸高等商船学校には，相
当数の海事資料があったが，不幸戦災で焼失し
ためで，大羽真治学長は，その出身者達や関係
方面に呼びかけて，同校の思い出の品品を集め
られ，その記念室が出来た。
その際学長から，本学に海事資料を集めて，
将来は日本の海事資料館たらしめ度いとのお話
があった。私はこのご意見に大賛成である。と
いうのは，私が常に考えていた事であるが，わ
が国は戦前から世界における造船国であり，海
運国である。然るに残念ながら，その史書に乏
しい。尤も今から2百余年前に，大阪の船匠金
沢兼光が和漢船用集(船の百科辞典)を刊行し
ている。又大正期に造船協会(現日本造船学
会〉から，近世日本造船史が出版されている程
度であり，博物館の如きは無に等しい状態で，
欧米の先進国に比して，誠にお恥しい次第であ
る。
斯様にして大羽学長のご発想により，昭和33
年海事参考館が誕生したのである。
2 海事資料蒐集の事
博物館としての建物は，お金を積めばいくら
でも立派なものが建てられるが，その内に容れ
る資料は，そう易々と集まるものではなし、。勿
論お金も必要であるが，その物との出合いが無
ければならず，又あせっても駄目で，年季をか
けて，コツコツと根気よく集めねばならないも
のである。
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さて大学としての蒐集の方法は次の如し。
(1) 寄贈して貰う事
(2) 寄託して貰う事
(3) 買い入れる事
(4) 新作する事
而して (1)は最も望む所であり， (2)も亦結構
である。(3)は予算の関係で余り期待出来ない。
(4)は模作であり標本である。間違ったものを造
られては，将来に禍根を残す。要注意。
3 瀬戸内海海事調査団の事
丁度この年に小型練習船深江丸が完成した。
これは学生用の練習船であるが，春と夏の休暇
には，先生方の研究に差支えなき限り，本船を
利用して，瀬戸内海の昔の港を歴訪し，海事資
料調査に出かける事となり，学内に瀬戸内海海
事調査団が結成されたのである。
(1) 瀬戸内海と言う所
瀬戸内海は，肇国以来わが国海上交通の大動
脈で，その沿岸には幾多の港がある。特に江戸
期には，西廻り廻船，北前船，九州船等が盛ん
に往来し，各港には船主，廻船問屋が生まれ，
造船所も出来て栄えたものである。所が明治期
に出現した汽船は，これらの港を素通りし，又
鉄道が敷かれたが，遠く離れた所を通り，爾来
港は淋れた。しかしそこには往時の各種の海事
資料が遣っているのである。
これらの資料は，戦災により或は戦後の生活
混乱期に，少なからず散逸したで、あろうが，尚
可なりの資料が温存されている。しかし離散の
恐れがあるので，今の内にこれらを調査し保存
を講ずる必要があると考えられた。
(2) 調査団の目的
調査団の目的は次のように考えられる。
① 資料蒐集の事
② 資料の所在を知る事
③ 港成立の背景即環境調査の事
④海事思想普及の事
⑤ その他
右の内①は目的の第ーで，寄贈又は寄託され
る事が望ましし、。②社寺その他個人の家に保存
されている資料の存在を明かにする事も重要で
あるO ③はその港の地形，地理，産業経済，歴
史，伝説，民俗その他井戸の水質等の調査で，
④は各地で講演会開催や中小学生徒に対する乗
船巡航する事であり，⑤は資料調査に関係ない
研究調査である。
(3)組織
図書館長即ち海事資料館長が団長となり，調
査員は本学教職員から成るが，尚他の大学その
他海事研究者，郷土史家も参加し得るように広
く門戸が開放されている。
斯様にして最初の頃は，経済・地理・歴史・
文学・物理・化学等の先生方も参加されたので
ある。又毎回大阪大学・大阪府立大学・関西学
院大学・東京大学・海技大学校の何れかの先生
のお顔が見える O
(4) 採訪の諸港
資料採訪の出航は巳に14固に及び，その内春
夏2度の出航は2回，他は夏期l回(内春1回)
である。その内台風で中途引返えしが 2回あ
りp 又他の研究ならびに船の都合で出航出来な
かった年が2回あった。
その行先は，家島・牛窓・直島・塩飽本島・
牛島・制・福山・弓削・伯方島・大三島・御手
洗・木ノ江・音戸・倉橋・忽那中島・屋代島・
上ノ関・伊予長浜・三机・宇和島・日振島・姫
島その他高松・坂出・琴平・今治・松山・萩等
で，この内傍線以外は瀬戸内海にあるO
(5) 出航の成果と感謝と希望
①この航海では，各地にて絶大のご理解を得
て，船模型・船絵馬・和措その他船具類・各種
文献等の寄贈や寄託を受け， これらは館内に陳
列されている。又各方面で見せて頂いた資料の
存在が確認されて甚だ慶こばしし、。
②各地で旧船主，旧廻船問屋・海事研究家・
郷土史家達と交歓した事は，甚だ有意義であっ
た。又その資料の価値を認識せしめた功も亦大
きい。
③前記協力を頂いた方々は勿論の事，休暇を
返上して運航して下さった方々，資料館の方々
又嵩高い模型や重い錨を，船に運んで呉れた学
生諸君に感謝の意を表したい。尚採訪の下調査
や交渉に当って，田中巽・岸井守一・松木哲の
諸先生， さては工楽長三郎〔松右衛門帆創案者
の後商〉並に牛窓の船匠三代目の草井守次の両
氏達の一方ならぬお骨折を特記し度L、。
④大学当局に対して，この採訪出航は，大学
の年中行事として，末長く継続して頂き度い。
そして船も大型で装備もよくなったので，四国
並に九州周辺，沖縄・壱岐・対馬・隠岐方面に
も出航され度く，夜航が可能なるようご配慮を
お願いしたい。
4 その他資料蒐集もろもろの思い出
例 1.資料蒐集の第一歩は，船模型の寄贈や
寄託をお願いするために，当時の図書館長小谷
信市先生にお伴して，田中・松木両先生方と共
に，魚住神社・阿間神社・曾根神社・池田観音
等へ，再三再四出かけたものである。これが最
初だけにその印象特に深く，館内でその模型を
見ると，故小谷先生を偲ぶのである。
17U2. 田中・松木両先生と共に，北但諸港か
ら山陰の鳥取・浜田・須佐・萩迄出かけたり，
又松木先生と共に北陸総合調査団に加わり，敦
賀から金沢方面の諸港にも出かけた事もあり，
何れもよき効果があり有り難かった。
例3. 東京大学船舶工学科，大阪大学造船学
科，海技大学校等より，船構造模型その他多数
の寄贈を受けた。その内には今では貴重なもの
もあるO
例4. 私が図書館長の時，京都の美術屈で，
瀬戸内海航路図扉風一双を見付け， どうしても
入手し度いが予算が無く，学長・事務局長に懇
願して，翌年の予算を前借りして，漸く求め得
て， とても嬉しかった。
例5.牛窓の某造船所で，屋根裏に天保年号
の板図を見付けた。残存板図では古い方であ
るO そこでこれの取替費を出して入手した。
例6. 田中先生が，甲子園駅に飾ってあった
船模型から船大工野田房吉氏を見付けられた。
彼は大正期の西日本海式の 3~400 石積荷船の
模型を新作し大学に寄贈した。
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5 蒐集された資料は日本一
各方面からのご寄贈ご寄託，或は買入れ，新
作の資料は，船模型・船絵馬・板図・和磁石・
和錨・ログロ等の船具類、船絵図・船海図・航
海書その他民俗資料等その種類多く，数も多量
で，その内貴重な資料も数々あり，江戸期海事
資料としては日本ーを誇り得るのである。特に
42年に立派な陳列場が建てられて， これらの資
料は美しくならべられて， f無かし喜んでトいる事
であろう。
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終りに当って
本資料館は大いに整備され日本ーとなり p こ
れを最初にご計画なさった大羽先生は礁かしご
満悦の事と思われるO
尚本館の益々充実ご発展をお祈りすると共に
本館は海岸にあるので，老婆心ながら資料が
潮風の害から守られるように念じる次第であ
るO
昭和49年2月下涜稿了
(海事資料館顧問・日本海事史学会会長)
